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【日々之好日】★一月十七日・大般若祈祷法要。八坂、千光寺様部内の和尚様に出頭いただき御祈祷。また、昨年に続き総代様地区世話人様の年始を兼ねました。★二月三日、大分市松原・南禅寺派福寿寺様の一周忌法要にお参り★二月五日、市内千光寺様の大般若法要にお参り★二月十七日大分市金池、南禅寺派大智寺閑栖和尚様が遷化。二十日・二十一日に通夜密葬。二月二十七日、総代役員会。来年度予算案並びに行事について協議★三月六日、人形供養★三月二十三日、南禅寺派部内会。来年度予定の確認。★三月三十日、大智寺閑栖和尚様の四十九日、津送

◆市内在住の仲野繁博様より、大きな自然
石の灯篭の寄贈がありました。
駐車場から玄関への石畳のわきに据えさせ
ていただきました。前庭の景色が一変しまし
た。お礼を兼ねご報告いたします。

　
禅
の
心
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「
苦
し
み
の
中
に
何
を
思
う

」

　
一
月
末
に
大
分
県
で
地
震
が
あ
り
ま
し
た

。
杵
築

市
で
も
震
度
４
強
を
観
測
し

、
深
夜
で
し
た
が
目
覚
ま

し
代
わ
り
に
枕
元
に
置
い
て
あ
る

、
携
帯
電
話
の
警
報

ア
ラ
ー
ム
で
飛
び
起
き
身
構
え
ま
し
た

。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
一
年
が
経

っ
た
先
日
も
福
島

県
沖
で
震
度
６
強
の
地
震
が
起
こ
り

、
三
名
の
死
者

、

二
百
三
十
人
以
上
の
負
傷
者
が
あ
り
多
く
の
被
害
が
出

ま
し
た

。
知
り
合
い
の
お
寺
さ
ん
も
被
災
し
ま
し
た

。

　
震
災
に
限
ら
ず

、
新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め

、
私
た
ち

は
日
常
様
々
な
こ
と
で
苦
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す

。

　
お
釈
迦
様
は

「
一
切
皆
苦

」
と
い
い

、
こ
の
世
は
苦

し
み
の
世
界
だ
と
説
か
れ
ま
し
た

。

　
仏
教
詩
人

、
坂
村
真
民
先
生
の
有
名
な
詩
を
思
い
起

こ
し
ま
す

。

　

「
念
ず
れ
ば
花
開
く

」

念
ず
れ
ば
　
花
ひ
ら
く

苦
し
い
時
　
母
が
い
つ
も
口
に
し
て
い
た
　
こ

の
こ
と
ば
を

わ
た
し
も
　
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
　
と
な
え
る

よ
う
に
な

っ
た

そ
う
し
て
　
そ
の
た
び
　
わ
た
し
の
花
が
ふ
し

ぎ
と
　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
　
ひ
ら
い
て
い

っ
た

　　

「
念
ず
る

」
と
は
何
で
し
ょ
う
か

。
禅
的
に
解
釈
す

れ
ば

、
一
処
一
心
に
無
心
に
行
ず
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。

「
花
開
く

」
と
は

、
そ
の
無

心
の
行
に
よ

っ
て
道
が
開
け

、
い
い
結
果
を
も
た
ら

す

。
或
は
苦
し
み
迷
い
の
逆
境
に
あ

っ
て
も
そ
の
場
そ

の
場
で
命
を
輝
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。

　
震
災
被
害
や
コ
ロ
ナ
で
苦
し
い
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す

。
そ
ん
な
中
で
も

、
春
盛
り
で
桜
を
は
じ
め

花
々
が
清
々
し
い
新
た
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す

。
ま
た

、
希
望
を
胸
に
新
た
な
出
発
を
さ
れ
る
方
も

い
ま
す

。

　
順
境

、
逆
境
に
か
か
わ
ら
ず

「
念
ず
れ
ば
花
開
く

」

こ
と
を
祈
り
ま
す

。

　《人形供養》～大切な思い出とお別れ～
3月６日「杵築市ひいなめぐり」の一環で開催予定の人形供

養がコロナで中止となりましたが、個人的にお寺にお申し

込みがありました、お人形の供養をいたしました。遠方は

耶馬渓からわざわざお持ちいただいた方もありました。

【世話人交代・決算報告会】
　地区お世話人のお勤めは、春の寺報配布と
卒塔婆供養の取りまとめまでになります。2年
間お世話になりました。また長く続けていた
だいている方、引き続きの方には心からお礼
申し上げます。
　通常ですと５月の決算報告会に合わせて、
地区世話人の新旧引継ぎ会も行いますが、コ
ロナを考慮して責任役員・総代様への決算報
告の上、地区世話人には決算書報告書類の配
布をもって、ご了解を頂くことにさせていた
だきます。
　役員総代決算会は5月28日（土曜日）を予定
しています。

【 合 掌 会 活 動 】
年度替わりで、合掌会も役員改選となりま
す。コロナ禍となりこの２年間、敬老会やバ
ザー等思うような活動ができませんでした。
４月８日に役員会を行い今年度の活動、２８
日の総会に向けての話し合いを行います。以
前の活動が早く戻ればと思います。

春
季
卒
塔
婆
供
養

　
無
縁
供
養
施
食
会

　 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

（
金

）

　　
　
　
本
年
も
説
教
師
の
巡
教
が
あ
り
ま
せ
ん
の

　
　
　
で

、
説
教
会
は
行
わ
ず

、
左
記
日
程
と
な

　
　
　
り
ま
す

。

　　
午
前
十
時
　
卒
塔
婆
供
養

　
午
後
一
時
　
合
掌
会
総
会

　
午
後
二
時
　
卒
塔
婆
供
養

　
午
後
三
時
　
無
縁
供
養
施
食
会

 
卒
塔
婆
供
養
は
一
本
五

百
円
で
す

。
回
向
袋
と
合

わ
せ
て
地
区
世
話
人
さ
ん

に
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ

く
か

、
個
別
の
方
は
準
備

の
都
合
上

、
で
き
る
だ
け

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

。

 
卒
塔
婆
供
養
は

、
午
前

・
午
後
の
二
座
行
わ
れ
ま

す

。
お
参
り
の
都
合
で
ご

希
望
の
時
間
が
あ
れ
ば

、

申
込
封
筒
に
ご
記
入
下
さ

い

。
ご
対
応
い
た
し
ま
す

。

    ～～木 付 講 ～～
毎年旧暦の2月18日に、安住寺の開基である木

付氏初代木付親重公「安住養国禅寺慶雲道海大

禅定門」の御命日法要が、木付家末裔の三戸の

方々がお見えになりお勤めいたします。本年は

日曜日ということもあり、閑栖・住職・弟子と

三代揃ってお勤めいたしました。（3月20日）

平
和
・
不
戦
へ
の
願
い

「
己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、

殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め

て
は
な
ら
ぬ
。
」

　
　

『

法
句
経
』

　
　
『

ブ
ッ

ダ
の
真
理
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
感
興
の
こ
と
ば
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
文
庫

　
殺
さ
れ
る
側
の
痛
み
や
苦
し
み

に
身
を
置
い
て
共
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば

、
決
し
て
暴
力
に

訴
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

、
お

釈
迦
様
の
教
え
で
あ
る
が

、
ロ
シ

ア
の
大
統
領
に
は
届
か
ぬ
話
か

。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

は

、
領
土
や
地
理
的
な
問
題
以
外

に
も

、
キ
リ
ス
ト
教
正
教
会
の
分

派
独
立
の
問
題
も
複
雑
に
絡
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
ま
す

。

　
侵
攻
か
ら
一
か
月
以
上
が
経
過

し

、
一
般
市
民
は
さ
ら
に
苦
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す

。
先

日

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
が
中
継
で
国
会
演
説

を
し
ま
し
た

。
日
本
に
武
力
で
の

支
援
は
訴
え
ま
せ
ん
で
し
た
が

、

他
国
に
は
武
力
支
援
を
頼
ん
で
い

ま
す

。
国
を
守
る
に
は

、
力
に
対

し
て
は
力
し
か
な
い
の
か
と
残
念

に
も
思
い
ま
す

。
島
国
と
は
い
え

日
本
も
北
方
領
土

、
尖
閣

、
竹
島

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

。
ま
た

、

北
朝
鮮
か
ら
は
ミ
サ
イ
ル
が
頻
繁

に
発
射
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た

。

　
国
を
守
る
方
々
の
叡
智
で
平
和

を
守

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
う
と

と
も
に

、
一
日
も
早
く
世
界
情
勢

が
落
ち
着
く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す

。

　
昨
年
度
開
催
を
予
定
で
延
期
し
て
い
ま
し
た
秘

仏
観
音
御
開
帳
行
事
で
す
が

、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
今
秋
開
催
い
た
し
ま

す

。
【
日
程

】

〇
開
扉
法
要

　
十
月
二
十
三
日

（
日
曜
日

）

〇
閉
扉
法
要

　
十
一
月
二
十
三
日

（
水
・
祝
日

）

　
一
か
月
間
を
御
開
帳
期
間
と
し
、

期
間
中
に
行
事
を
計

画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
様
子
を
見
な
が
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
秘
仏
観
音
御
開
帳
事
業
と
し
て
、

色
々
と
取
り
組
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
の
御
開
帳
ま
で
に
、

観
音
様
の

台
座
の
修
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

き
れ
い
な
お
姿

で
御
開
帳
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

秘
仏
観
音
御
開
帳

【月例座禅会】
4月より午前六時からとなり

ます。基本は第２.４土曜日

です。

　★4月9.22日

　　　22日は金曜日

　★5月14.28日

　★6月10.25日

　　　10日は金曜日

　★7月9.23日

　【写 経 会】

　★4月22日・金

　★5月24日・火

　★6月21日・火

　★7月21日・木

8月は坐禅会も写経会もお休

みです。皆さんのご参加お待

ちしております。

【
日
々
是
好
日

】

★
一
月
十
七
日
・
大
般
若
祈
祷
法

要

。
八
坂
・
千
光
寺
様
部
内
の
和
尚

様
に
出
頭
い
た
だ
き
御
祈
祷

。
コ
ロ

ナ
の
為

、
昨
年
に
続
き
総
代
様
地
区

世
話
人
様
の
年
始
を
兼
ね
ま
し
た

。

★
二
月
三
日

、
大
分
市
松
原
・
南
禅

寺
派
福
寿
寺
様
の
一
周
忌
法
要
に
お

参
り
★
二
月
五
日

、
市
内
千
光
寺
様

の
大
般
若
法
要
に
お
参
り
★
二
月
十

七
日
大
分
市
金
池

、
南
禅
寺
派
大
智

寺
閑
栖
和
尚
様
が
遷
化

。
二
十
日
・

二
十
一
日
に
通
夜
密
葬

。
★
二
月
二

十
七
日

、
総
代
役
員
会

。
来
年
度
予

算
案
並
び
に
行
事
に
つ
い
て
協
議
★

三
月
六
日
・
人
形
供
養

。
三
月
二
十

日
・
木
付
講
★
三
月
二
十
三
日

、
南

禅
寺
派
部
内
会

。
来
年
度
予
定
の
確

認

。
★
三
月
三
十
日

、
大
智
寺
閑
栖

和
尚
様
の
四
十
九
日

、
津
送
・
新
忌

斎
法
要

。
★
四
月
八
日

、
合
掌
会
役

員
会
の
予
定

。
同
日
降
誕
会
法
要

【
花
ま
つ
り

】
例
年
の
よ
う
に
花
御

堂
を
飾
り

、
本
堂
前
で
甘
茶
を
準
備

し
て
お
り
ま
す

。
ご
自
由
に
お
持
ち

帰
り
で
き
ま
す

。
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